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特集R青少年と文化活動

マ
ン
ガ
（
漫
画
）
は
、
そ
の
発
祥
の
時
点
か
ら
＂
文

化
“
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
ア
ル
タ
ミ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
、

古
代
人
が
刻
ん
だ
凶
右
絵
“
ゃ
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
の

墓
陵
。
遣
跡
の
”
壁
面
画
“
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
あ

る
い
は
わ
か
国
な
ら
、
正
倉
院
の
天
井
板
に
描
か
れ

た
＂
落
書
“
、
あ
の
鳥
羽
僧
正
作
と
伝
え
ら
れ
る
”
絵

巻
物
（
烏
獣
戯
画
）
“
を
思
い
出
し
て
も
ら
っ
て
も
い

、。
し

そ
う
、
そ
れ
は
既
に
マ
ン
ガ
（
漫
画
）
で
あ
っ
た
。

メ
モ
代
り
の
“
記
録
書
“
で
あ
る
。
単
な
る
＂
落

書
で
あ
る
。
と
、
お
っ
し
ゃ
る
向
き
も
多
い
と
思

う
。
が
、
そ
も
そ
も
マ
ン
ガ
（
漫
画
）
と
は
、
現
実

デ
フ
ォ
ル
メ

に
描
き
手
の
感
性
ー
創
造
（
想
像
）
力
や
誇
張
を
加

え
た
＂
メ
モ
“
で
あ
り
＂
落
書
“
だ
っ
た
の
だ
。

も
う
一
度
思
い
出
し
て
頂
き
た
い
。
天
井
板
の
、

目
鼻
を
誇
張
し
た
人
面
の
＂
落
書
“
。
エ
ジ
プ
ト
の
鳥

の
頭
を
し
た
人
物
。
＂
岩
絵
“
の
極
度
に
単
純
化
さ

れ
た
線
で
の
動
物
群
：
・o.....o

現
代
の
マ
ン
ガ
家
た
ち
が
描
い
て
い
る
マ
ン
ガ
（
漫

画
）
と
、
な
ん
と
そ
っ
く
り
な
事
か
1

そ
れ
ら
は
い
ま
、
貴
重
な
＂
文
化
遺
産
々
と
し
て
、

国
宝
級
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。

マ
ン
ガ
（
漫
画
）
メ
デ
ィ
ア
を
＂
文
化
“
と
し
て

o
 .
.
.
.
 

こ
だ
わ
っ
た
イ
ン
ト
ロ
に
な
っ
た
に
は
、
理
由
が
あ

る
。
現
在
で
こ
そ
＂
文
化
“
の
一
部
で
あ
る
、
と
若

干
認
識
さ
れ
て
は
来
て
い
る
が
、
あ
る
時
期
、
し
か

．
．
．
．
 
。

も
か
な
り
長
期
に
渡
っ
て
、
あ
ん
な
モ
ノ
扱
い
を
さ

れ
て
い
た
吉
手
が
あ
っ
た
か
ら
、
だ
。

マ
ス
コ
ミ
が
、
知
識
人
た
ち
が
、

P
T
A
が
、
こ

ぞ
っ
て
マ
ン
ガ
（
漫
画
）
を
、
青
少
年
に
害
を
与
え

る
俗
悪
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
｀
．
目
の
敵
に
し
た
時
代
。

戦
後
間
も
な
く
か
ら
極
最
近
ま
で
、
の
事
で
あ
る
。

そ
れ
は
漫
画
が
マ
ン
ガ
に
移
行
す
る
（
移
行
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
）
時
期
と
一
致
す
る
し
、
新
し
い

表
現
法
を
ひ
っ
下
げ
て
登
場
し
た
手
塚
治
虫
の
功
績

（
あ
る
い
は
航
跡
）
と
も
無
縁
で
は
な
い
。

マ
ン
ガ
を
（
漫
画
）
と
書
い
て
き
た
理
由
も
、
ま

た
そ
こ
に
あ
る
。

ザ
ッ
と
そ
の
辺
の
事
由
を
述
べ
て
み
る
。

漫

画

家

青
少
年
文
化
と
し
て
の

ニ
ミ
ッ

石
ノ
森
章
太
郎

衝
撃
と
共
に
過
日
逝
去
し
た
マ
ン
ガ
の
神
様
手
塚

治
虫
。
彼
の
最
大
の
遺
産
は
、
漫
画
に
映
画
的
手
法

．
．
．
 

を
取
り
入
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
を
開
発
し
た
事

で
あ
る
。
と
は
良
く
言
わ
れ
る
。
が
、
そ
れ
は
印
刷

メ
デ
ィ
ア
の
漫
画
に
対
し
て
、
で
あ
り
、
以
前
に
漫

画
墜
回
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
で
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

や
フ
ラ
イ
シ
ャ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
、
当
然
の
如
く
使

わ
れ
て
い
た
技
法
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
札
は

ご
本
人
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
事
で
あ
る
が
、
漫
画

を
悲
劇
も
含
め
た
ド
ラ
マ
が
描
け
る
メ
デ
ィ
ア
、
に

ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ

し
た
事
の
方
が
大
き
い
。
物
語
漫
画
が
無
か
っ
た
訳

で
は
な
い
し
、
映
画
的
手
法
も
ま
た
、
前
述
の
如
く
、

新
し
い
事
で
は
な
い
。
だ
が
確
か
に
贔
芯
劇
“
は
無

か
っ
た
。
悲
劇
を
テ
ー
マ
に
加
え
た
事
に
よ
っ
て
、

漫
画
は
小
説
や
映
画
を
も
凌
駕
し
得
る
、
無
限
大
幅

の
表
現
メ
デ
ィ
ア
に
な
り
得
る
可
能
性
を
卒
み
始
め

た
。
こ
れ
は
正
に
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
、
新
し

い
発
見
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
何
故
手
塚
以
前
、
そ
れ
に
誰
も
気
付
か
な

か
っ
た
の
か
？
簡
単
で
あ
る
。
＂
漫
画
“
と
い
う
呼
称

に
、
意
識
を
縛
ら
れ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

鳥
羽
僧
正
の
「
鳥
獣
戯
画
」
以
来
、
北
斎
の
「
漫

画
」
、
明
治
の
ポ
ン
チ
絵
。
滑
稽
画
に
至
る
ま
で
、
漫

画
は
“
漫
画
“
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
而
白
く
て
滑

稽
な
絵
、
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。
逆
な
言
い
方
を

す
れ
ば
、
面
白
く
て
滑
稽
で
な
け
れ
ば
＂
漫
画
“
で

は
無
か
っ
た
、
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
、
悲
劇
と
ド
ラ
マ
が
侵
入
し
て
来
た
。
当

然
、
面
白
お
か
し
く
だ
け
描
く
訳
に
は
い
か
な
い
。
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ど
う
な
る
か
、
と
言
え
ば
漫
画
の
”
漫
画
ク
た
る
意

味
を
消
す
為
の
新
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
必
要
性
で
あ

る
。
で
、
取
り
敢
え
ず
、
意
味
を
不
明
に
す
る
為
に

が
ま
ん
が
“
に
し
＂
マ
ン
ガ
“
に
し
た
。
そ
れ
で
も

ま
だ
問
題
が
あ
る
、
と
主
張
す
る
一
派
が
現
わ
れ
て

”
劇
画
“
に
な
っ
た
。
そ
し
て
現
在
、
尚

r

包
括
し

切
れ
な
い
と
し
て
”
コ
ミ
ッ
ク
“
に
な
っ
た
。

C
o

M
I
C
、
横
文
字
な
ら
ど
う
に
で
も
訳
せ
る
だ
ろ
う
。

メ
デ
タ
シ
、
メ
デ
タ
シ
。

が
、
果
た
し
て
、
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？

そ
の
問
題
は
一
応
、
後
に
置
く
と
し
て
、
と
に
か

V
、
コ
ミ
ッ
ク
（
マ
ン
ガ
）
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て

内
容
、
表
現
法
共
に
、
途
方
も
な
い
パ
ワ
ー
を
手
中

に
し
た
。
従
来
は
子
ど
も
向
け
の
メ
デ
ロ
ー
ア
（
と
考

え
ら
れ
て
い
た
）
だ
っ
た
か
ら
タ
ヴ
ー
と
さ
れ
て
い

た
テ
ー
マ
や
ジ
ャ
ン
ル
（
例
え
は
セ
ッ
ク
ス
や
ヴ
ァ

イ
オ
レ
ン
ス
）
に
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
マ
ン
ガ
雑
誌
）

の
増
加
に
つ
れ
、
送
り
手
た
ち
か
目
を
向
け
た
の
は

自
然
の
理
、
と
言
え
た
。
そ
応
（
タ
ヴ
ー
）
も
ま
た

人
生
と
い
う
ド
ラ
マ
の
一
部
で
は
な
い
の
か
、
と
い

う
訳
だ
。
初
め
て
見
る
画
面
、
は
そ
の
質
と
は
無
関

係
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
り
、
好
奇
の
目
が
注
ぐ
。

そ
し
て
当
然
、
良
識
（
と
思
わ
れ
て
い
る
）
か
ら
判

ず
れ
ば
俗
悪
、
と
い
う
結
論
に
な
る
の
で
あ
る
。

少
年
少
女
向
雑
誌
（
子
ど
も
文
化
の
担
い
手
）
の
、

人
畜
無
害
な
オ
ヤ
ヅ
的
存
在
だ
っ
た
筈
の
マ
ン
ガ
（
漫

画
）
が
、
今
や
毒
混
じ
り
の
主
食
に
な
っ
た
。
＂
良
識
“

の
批
判
も
何
の
そ
の
、
そ
の
勢
い
は
衰
え
る
ど
こ
ろ

か
、
ガ
ン
細
胞
の
如
く
に
増
殖
す
る
。
子
ど
も
マ
ン

ガ
雑
誌
離
れ
し
な
い
大
学
生
、
社
会
人
が
槍
玉
に
挙

げ
ら
れ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
袖
き
た
い

送
り
手
、
読
み
た
い
受
け
手
の
イ
ラ
イ
ラ
が
高
じ
た

末
に
、
生
ま
れ
て
き
た
の
が
“
成
人
向
コ
ミ
ッ
ク
“

誌
、
だ
っ
た
訳
で
あ
り
、
更
に
そ
の
結
果
と
し
て
、

本
当
の
意
味
で
、
漫
画
（
マ
ン
ガ
）
が
変
質
す
る
事

に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

子
ど
も
の
オ
ヤ
ツ
だ
っ
た
漫
画
が
、
主
食
に
な
っ

て
マ
ン
ガ
に
な
っ
た
。
主
食
は
や
が
て
、
子
ど
も
だ

け
の
モ
ノ
で
は
な
く
な
っ
て
、
今
や
水
や
空
気
の
如

く
に
ま
で
成
長
(
?
)
し
た
。

子
ど
も
の
日
記
は
絵
（
マ
ン
ガ
）
日
記
と
な
り
、

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
ヘ
の
リ
ク
エ
ス
ト
葉
書
き
は
絵
（
マ

ン
ガ
）
ハ
ガ
キ
に
な
っ
た
。

学
習
マ
ン
ガ
は
、
学
校
授
業
の
、
教
科
書
の
副
読

本
と
し
て
採
用
さ
れ
効
果
を
上
げ
た
。
教
科
書
（
取

り
敢
え
ず
は
小
学
校
低
学
年
用
だ
け
で
も
）
も
マ
ン

ガ
で
、
と
い
う
声
が
出
て
検
討
さ
れ
る
事
に
な
る
の

も
、
も
う
そ
う
遠
い
日
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

マ
ン
ガ
で
文
学
を
語
り
、
マ
ン
ガ
で
映
画
を
語
る

よ
う
に
な
り

r

マ
ン
ガ
が
小
説
化
さ
れ
、
マ
ン
ガ
か

映
画
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

文
学
や
小
説
ぱ
か
り
で
は
な
い
。
政
治
も
経
済
も

歴
史
も
、
そ
し
て
文
化
そ
の
も
の
ま
で
、
マ
ン
ガ
で

表
現
出
来
な
い
事
象
は
無
く
な
っ
た
。

企
業
が
入
社
試
験
で
マ
ン
ガ
を
描
か
せ
、
案
内
用

パ
ン
フ
レ
ソ
ト
を
マ
ン
ガ
に
し
た

C

国
家
的
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ス
コ
ッ
ト
'
•
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
マ
ン
ガ
が
使
わ
れ
、
そ
の
企
画
ス
タ
ッ
フ
に
イ

マ
ジ
ニ
ア
（
イ
メ
ー
ジ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
と
し
て
マ

ン
ガ
家
が
登
用
さ
れ
る
。

マ
ン
ガ
週
刊
誌
が
一
誌
の
み
で

5
0
0
万
部
も
売

れ
、
マ
ン
ガ
部
門
を
持
た
な
い
出
版
杜
の
経
営
危
機

ま
で
囁
か
れ
始
め
た
c

ア
イ
ド
ル
。
タ
レ
ン
ト
が
マ
ン
ガ
”
吹
出
し
“
用

語
を
喋
り
、
子
ど
も
同
志
、
若
者
同
志
、
あ
る
い
は

子
ど
も
と
大
人
、
あ
る
い
は
大
人
同
志
が
、
マ
ン
ガ

を
日
常
会
話
の
ネ
タ
に
し
て
も

r

違
和
感
が
無
く
な

こ。t
 

つ

た
か
が
マ
ン
ガ
、
さ
れ
ど
マ
ン
ガ
で
、
上
限
四
十

五
歳
く
ら
い
と
し
て
、
現
在
、
日
本
人
の
三
分
の
二

以
上
が
マ
ン
カ
人
口
と
い
う
状
況
。
子
ど
も
も
若
者

も
大
人
も
、
や
が
て
は
老
人
も
、
な
ん
ら
か
の
形
で

マ
ン
ガ
の
影
響
下
に
暮
ら
す
事
に
な
る
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
・
°

い
ま
は
、
コ
ミ
ッ
ク
な
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
問
題
も

含
め
て
、
巨
大
な
、
そ
し
て
正
体
不
明
の
メ
デ
ィ
ア

に
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
マ
ン
ガ
（
漫
画
）
は
、
そ
の

行
く
末
も
ま
た
不
明
で
あ
る
。

同
様
に
、
現
在
、
あ
る
い
は
未
来
に
於
て
、
文
化

．．． 

と
し
て
ど
う
い
う
位
置
付
け
を
さ
れ
る
の
か
も
、
当

事
者
さ
え
（
だ
か
ら
こ
そ
）
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う

•oco 

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る

C

そ
ろ
そ
ろ
み
ん
な
で

マ
ジ
メ
に
考
え
る
べ
き
時
期
、
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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遅
れ
て
い
た
平
成
元
年
度
予
算
が
や
っ
と

成
立
し
、
五
月
二
十
九
日
、
文
化
普
及
課
に

「
地
域
文
化
振
興
室
」
が
設
置
さ
れ
、
同
日
、

文
化
庁
内
で
「
室
」
設
置
披
露
が
行
わ
れ
ま

し
た
。同

室
の
設
置
目
的
等
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

次
号
で
御
紹
介
す
る
予
定
で
す
が
、
全
国
の

都
道
府
県
・
市
町
村
の
文
化
振
興
活
動
へ
の

支
援
‘
協
力
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
文
化
庁
の
地
域
へ
の
窓

口
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
の
皆
様
と
協
力
し
て
、
地
域
文
化
の

振
興
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
（
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

特
集
は
、
若
者
の
文
化
活
動
で
す
。
今
日

の
若
者
は
、
演
劇
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
と
い

ろ
い
ろ
な
文
化
活
動
に
積
糎
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
彼
ら
が
中
高
年
齢
に
な
る
二
十

一
世
紀
に
は
、
国
民
の
文
化
活
動
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(
K
)

ヽ~
広
告
の
問
合
せ
・
申
込
み
先

こ
体
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
営
業
第
一
課
・
宣
伝
係

i

~
6
(
0三
）
二
六
九
ー
四
一
五
一
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

i

9
9
,
 

「
文
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庁
月
報
」
七
月
号

（
通
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第
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0
号）

平
成
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年
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月

2
5日
印
刷
•
発
行

編

集

文

化

庁

〒
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東
京
都
干
代
田
区
霞
が
関

3
T目
2
番
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号

＇
発
行
所
株
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会
社
董

y

よ
う
せ
い
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社
〒
皿
東
京
都
中
央
区
銀
座
7
丁
目
4
番
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営
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〒
磁
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京
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新
宿
区
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軒
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話
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三
）
二
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八
ー
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匹
一
（
代
表
）

振
替
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束
京
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ー
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所
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所

• 
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定
価
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九
0
円
（
本
体
一
八
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円
）
（
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四
六
円
）

年
問
購
読
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0
円
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送
料
共
）

圏

圏

圏

國
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